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１. はじめに 

従来の交通手段では日常生活を維持していくこと

が困難となっている高齢者や障害者が増えてきてい

る。そこで、全国各地でこれまでのバスよりもサー

ビスレベルを上げたコミュニティバスが運行されて

いる。しかし、あまり利用されず、その存在が疑問

視されている事例もあり、コミュニティバスがどの

ような役割を果たすべきかを考える必要がある。  

そこで、以上の問題が強く現れると考えられる地

方部において、高齢者を対象にアンケート調査を行

うこととした。この調査のねらいは、高齢者の日常

の外出行動の把握や外出希望、身体特性を調べ、コ

ミュニティバスの潜在需要を把握することにある。

なお、対象地域には、兵庫県の但馬地方にある養父

町を選んだ。 

 

２. 調査の概要 

養父町におけるコミュニティバスは、山間地域

の高齢者などの強い要望に応えるため、既存のバス

停から 1km 以上離れた集落を対象に 1997(平成 9)年

に「やぶ福祉バス」として運行を始めた。運行は路

線を大きく 2つに分け、隔日で運行を行っている。 

調査は、養父町の老人クラブに所属する会員を対

象に 2000 年 12 月に実施した。1422 票の調査票を

配布し、1149 票の回収票を得た。回収率は 80.8%で

あった。図 1 に養父町年齢層別人口（1995 年 10 月

1 日現在）1)とあわせてアンケート回答者数を示し

た。また、主な調査項目を表 1に示した。 

 
図 1 養父町の高齢者に占める回答者数 

 

表 1 主なアンケート調査項目 
やぶ福祉バスの利用回数 自動車同乗による外出 
やぶ福祉バスを利用しない理由 身体的能力 
町内のバス整備への賛否 同居家族 
日常の外出行動 個人属性 
運転に対する意向 家族の運転に対する意向 

 

３. やぶ福祉バスの利用 

３.１ 1 ヶ月の利用回数 

 2000 年 11 月のやぶ福祉バスの利用回数を質問
し、図 2 に示した。「利用した経験がない」とい
う人がほとんどであり、利用をしている場合でも、

1回または 2回が多数を占めた。また、「やぶ福祉
バスをこれまで利用したことがあるか」という質問

に対しては、80.5%の人が「利用した経験がない」
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図 2 2000 年 11 月の利用回数 
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と回答した。 
 
３.２ やぶ福祉バスを利用しない理由 

 3.1 で示したやぶ福祉バスを利用しなかった人を

対象に、その理由を質問し、表 2に示した。「身体

的に利用できないため」と回答した人は 6.8%であ

った。残り 93.2%の回答者は、バスが身体的には利

用可能であり、バスを利用しない理由の過半数は、

「自動車が利用できるから」という回答であった。 

 

表 2 やぶ福祉バスを利用しない理由 

 回答数 
構成率
(%) 

身体的に困難だから 64 6.8 
自分が自動車を運転できるから 328 34.9 
周りの人が自動車に乗せてくれるから 270 28.7 
自動車に比べると不便だから 85 9.0 
利用料金が高いから 4 0.4 
他の交通手段との乗り継ぎが良くないから 25 2.7 
自宅や外出先を走っていないから 34 3.6 
やぶ福祉バスについてよく知らないから 32 3.4 
外出する用事がなかったから 59 6.3 
その他 39 4.1 

計 940 100.0 

 

４. 高齢者の利用交通手段 

４.１ 現在利用している交通手段 

 2000年11月の外出時に利用した交通手段を質問し、

図3に示した。ただし、複数回答を認めた。34.2%の

人が自動車を運転し、25.5%の人が自動車に同乗し

外出している。また、29.5%人が路線バスを利用し

て外出している。養父町では、自動車が主な外出交

通手段となっているが、自動車を運転できない人、

周りに自動車に乗せてくれる人がいない人にとって 

 
図3 回答者の外出時利用交通手段 

 

は、バスは重要な交通手段となっている。 

 
４.２ 自動車などの運転に対する意向 

 自動車などの運転について、「公共交通が整備さ

れれば、やめたいと思う交通手段はあるか」と質問

したところ、表3に示すようになった。乗用車を運

転している人の11.2%、バイクを運転している人の

23.6%が運転をやめたいと考えていることがわかり、

これらの人も潜在的にバスを必要としている人であ

ると考えられる。 

 

表 3 運転をやめたい交通手段 
 運転している
人の数(a) 

運転をやめた
い人の数(b) 

b/a*100 

乗用車 376 42 11.2 
トラック 180 10 5.6 
バイク・原付 165 39 23.6 
自転車 248 41 16.5 
電動スクーター 6 0 0.0 
その他 4 2 50.0 

 

 さらに、同様の質問を、回答者の家族に対して行

い、結果を表4に示した。回答者本人に比べて、自

動車やバイク・原付において、「利用をやめてほし

い」という比率は高くなっている。これは、回答者

が高齢者であるため、交通手段の運転をやめ、公共

交通手段を利用することを家族が望んでいることの

現れと考えられる。 

 

表 4 高齢者の運転に対する家族の意向 
 運転してい
る人の数(a) 

運転をやめてほ
しい家族の数(b) 

b/a*100 

自動車 293 49 16.7 
バイク・原付 106 40 37.7 
自転車 152 21 13.8 
電動スクーター 2 0 0.0 
その他 0 0 0.0 

※自動車は乗用車とトラックを合わせたもの 

 

４.３ 自動車への同乗について 

 「自動車に同乗し外出しているか」を質問し、さ

らに、「同乗を請け負ってくれる人」を質問し、 

図4に示した。「自動車に同乗し外出している」人

は77.6%であり、うち「同居する家族に同乗を頼ん



 

 

でいる」という人は、71.2%であった。また、同じ

く「近所に住む人に」と回答した人は31.8%いた。 

 

図4 同乗行動について 

 

５. 高齢者のモビリティと今後の整備 

５.１ 高齢者のモビリティ分布と分類 

高齢者のモビリティを把握するため、表5に示す

ように自動車の運転可否、同乗の可否および身体的

な面でのバス利用可否から5つのグループに分類し

た。そして、グループごとに整備を必要としている

交通手段を想定し、現在の交通手段分担と比較し、

今後どのような整備が必要か考えることにした。 

今回の回答者での比率は図5のようになった。 

 

 

 

５.２ グループ別外出時利用交通手段 

 養父町で運営されているバス車両を用いたサービ

スとしては、路線バスとやぶ福祉バス（以降、バス

と記す）が、バスよりも高い障害への対応性を持っ

た交通手段としては移送サービスが考えられる。そ

こで、2000年11月のバスと移送サービスの利用の有

無をグループごとに集計し、表6に示した。 

 

表6 グループごとの外出時利用交通手段 
a1 a2 b1 

 回答数 比率* 回答数 比率* 回答数 比率* 
バス 0 0.0 1 14.3 8 100.0 
移送サービス 0 0.0 3 42.9 0 0.0 

b2 c 
 回答数 比率* 回答数 比率* 
バス 54 44.3 38 14.2 
移送サービス 5 4.1 2 0.7 

*比率：各グループの有効回答者に対する各グループ

内の各交通手段の利用者数の比率 

 

５.３ グループ別交通手段整備の方向性 

a1は、緊急に「移送サービス」を整備し、提供

していくべき層だが、利用している回答者がおらず、

十分に移送サービスが提供されていない可能性が考

えられ、「移送サービス」の整備を進める必要性が

あると考えられる。b1では「バス」をすべての回答

者が利用しており、「バス」で緊急に対応しなけれ

ばならないb1の領域に含まれる回答者に対応できて

いると考えられる。「バス」が今後利用者を増やし

ていこうとすると、b2に含まれる人を対象としてい

くこととなるが、b2では、自動車同乗により外出し

ている比率が高く、自動車のサービスレベルを考慮

しつつバスサービスの改善を考えていく必要がある。 

 

６. バス交通に対する意向と改善が求められる点 

６.１ バス交通に対する意向 

町内で運行されているバス交通について今後ど

のように運営すべきかを質問し、図 6 に示した。

「現状よりもサービスを落とすべき」と回答した人

グループ名 自動車の運転 バス
a1 不可能 不
a2 不可能 不
b1 不可能 可
b2 不可能 可
c 可能 

図 5 高齢者のモビリティ分布 
表 5 高齢者のモビリティ分布における分類 
の利用 モビリティ 必要な対策 同乗による外出 緊急性 
可能 なし 大 
可能 

低い 
バスサービスよりも高い障害への 
対応性を持った交通の整備 あり 小 

能 なし 大 
能 

中ほど 
バスなど従来の公共交通サービス 

の整備 あり 小 
- 高い 自動車の運転を便利にする施策の実施 - 小 



 

 

は 9.9%にとどまった。 

38.3 25.6 9.9 26.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数
(939)

現状よりサービスを充実する 現状のサービスを維持する

現状よりサービスを落とす わからない

図 6 町内のバス交通の今後に対する意向 
 
サービスの維持や拡大を希望する理由を質問し、

図 7に示した。「町の高齢者障害者対策として必要

だと思うから」「自分や家族が将来必要とするかも

しれないから」という回答が多い。現在利用してい

るので必要であると思っているのではなく、将来へ

の不安から必要であると回答していると考えられる。 

 
図7 サービスの拡大や維持を望む理由 

 

６.２ やぶ福祉バスの今後のサービス 

 どういった点のサービスを改善すべきかを明らか

にするため、３.２で示したやぶ福祉バスを利用し

ない理由として、「自動車が利用できるから」と回

答した人を対象に、やぶ福祉バスが自動車と比較し

て不便であると感じている点を質問し、図 8に示し

た。その結果、特に「本数が少ない」「バス停まで

歩く距離が長い」が不便な点として上げられ、これ

らのサービス向上を図ることが課題であることがわ

かった。 
 

図 8 自動車と比較したときの不便な点 
 

７. まとめ 

本調査研究の成果をまとめると次のようになる。 

① 養父町の高齢者においては、自動車は利用でき

ないが、バス交通を利用できる人が少数ながら

も存在することがわかった。 
② 町内のバスサービスのサービスレベルを下げる

べきだという意見は少数の意見であった。多く

は、現在自分や家族が利用しているからではな

く、「将来の自分や町にとって必要だから」と

いうものであった。 

③ 今後のやぶ福祉バスのあり方としては、身体的

に見てバスを利用でき、しかも現在、自動車に

同乗している人を主な対象とすべきことがわか

った。 

④ サービス改善の方法については、運行本数を増

やすこと、バス停までの距離を短くすること

(フリー乗降制導入など)が重要であることがわ

かった。 
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